
令和６年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について 課 長 報 告

１ 目 的

（１）検査問題の妥当性を検証し、今後の内容・形式等の改善に
役立てる。

（２）受験者の学習成果の実態を明らかにし、県下中学校の学習
指導上の課題を考察し、改善の指針を示す。

２ 学力検査の実施教科
国語、社会、数学、理科、英語

３ 分析結果

（１）平均点

教科 国語 社会 数学 理科 英語 総点 受験者数

平均
59.0
(70.9)

59.6
(68.0)

49.9
(45.6)

56.6
(58.8)

50.4
(57.1)

275.5
(300.4)

13,149人
(13,704人)

最高
96
(99)

100
(100)

100
(100)

100
(100)

100
(100)

479
(490)

最低
0
(2)

0
(3)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(33)

中央値
61
(75)

61
(71)

51
(46)

57
(60)

46
(58)

274
(308)

最頻値
63
(82)

82
(86)

54
(48)

57
(73)

23
(93)

220
(325)

合格者
平均

59.0
(70.9)

59.4
(67.7)

49.8
(45.6)

56.5
(58.7)

50.1
(56.9)

274.8
(299.8)

※ 数値は、全日制課程受験者の値
※（ ）は昨年度の値

（２）総点及び各教科の得点分布

総点 国語

社会 数学

理科 英語
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令和６年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について

（４）今後の対応

知識・技能を活用して、課題を解決するために必要な思考力、判
断力、表現力等を育成するため、生徒が主体的に学習活動に取り
組む場面の設定などの工夫や、授業の構成及び指導のあり方の
改善が必要である。

教科 授業づくりのポイント

国
語

登場人物の心情が描かれた場面を取り上げ、描写を基
に捉えたことを伝えあうことで、生徒の考えを広げたり深め
たりする。

社
会

各分野の視点を生かした「問い」を設定し、複数の資料
を比較したり、関連させたりして、考察する学習活動を充実
させる。

数
学

日常の事象や社会の事象を数理的に捉え、数学的に表
現・処理し、問題を解決する活動を重視する。また、記述内
容の正確性・妥当性を確認する機会を充実させる。

理
科

生徒が主体的に探究する活動を充実させ、根拠に基づ
いた議論や表現する機会を充実させる。また、実験・観察
において、規則性や関係性を考察する活動を充実させる。

英
語

CAN-DOリストを基に授業の目標を明確にした上で、目
的や場面、状況を適切に設定した、必然性のある言語活動
を行う。

教科 概 況

国
語

引用の仕方や出典の示し方など、情報の扱い方に係る
知識は定着しているが、場面の展開や登場人物の心情の
変化などを、根拠となる描写を基に捉え、適切に表現する
ことに課題が見られた。

社
会

基礎的・基本的な用語を理解し、個々の資料から情報を

読み取ることはできているが、複数の資料の情報を関連付
けて考察することや事象を多面的・多角的に考察し適切に
表現することに課題が見られた。

数
学

数と式の計算についての基礎的・基本的な知識・技能の
定着は見られるものの、判断した事柄の根拠を数学的な表
現で説明する力、見通しをもち筋道を立てて表現する力に
課題が見られた。

理
科

基本的な知識は定着しているが、観察・実験で得られた
結果や資料を科学的な根拠に基づいて分析したり、図やグ
ラフから読み取ったデータを分析したりすることに課題が見
られた。

英
語

音声による短い説明や、平易な表現が用いられた資料
から、必要な情報を掴むことはできているが、まとまった量

の英文を読み、書かれている情報を整理して要点を捉える
ことに課題が見られた。

ま
と
め

基礎的・基本的な知識や技能を問う問題の正答率は高
い。一方で、与えられた情報や結果を、既習知識等と関連
付けて考察する問題や、論理的に表現する力が求められる
問題においては、正答率・得点率が低く、無答率も高い傾
向を示している。

※無答率：解答欄が空白であったものの割合

（３）各教科の概況
全日制課程の学校・学科の中から学力検査総点の受験者平均点

を基にして５０校・学科を抽出、さらに調査書総点ごとのバランスに留
意して合計４００人の答案を抽出し、教科ごと、小問ごとにその状況を
分析考察した。
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